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24 1. コマンドリファレンスの見方 

1.4





 

26 2. コマンドの使い方 

2.1.1 コンソールによる設定手順



2.コマンドの使い方 27 

2.1.2 CONSOLE からの設定

ここでは、Windows XP の『ハイパーターミナル』を使用する場合を例に説明します。シリアルケーブルの接続は事前にすませて
おきます。

1．［スタート］メニューから［マイ コンピュータ］を選び、「システムのタスク」欄にある「システム





2.コマンドの使い方 29

本製品9．「Password:」と表示されたら、管理パスワードを入力します。
「#」が表示されると、各種のコンソールコマンドを入力できます。

10．コンソールコマンドを入力して、設定を行います。

11．設定が終わったら、「 save」と入力してからEnter キーを押します。
コンソールコマンドで設定した内容が、本製品の不揮発性メモリに保存されます。

12．設定を終了するには、「 quit





2.コマンドの使い方 31 

2.2 SSHサーバーについて

本製品は、LAN 上のホストからSSH でログインして設定することができます（SSH サーバー機能）。このときホスト側で使用す
るS



 

32 2. コマンドの使い方





 

34 2. コマンドの使い方

説明：
n 数字のキー入力で整数値を表します。





 

36 2. コマンドの使い方



3.ヘルプ 37 

3. ヘルプ 

3.1 コンソールに対する簡易説明の表示

[書式 ] help

[設定値 ] なし

[説明 ] コンソールの使用方法の簡単な説明を表示する。 





4.機器の設定 39 

4.5 ログインユーザ名とログインパスワードの設定

[書式 ] 





4.機器の設定





4.機器の設定 





4.機器の設定



 

46 4. 機器の設定 

4.29 TELNET サーバーへアクセスできるホストの IPアドレスの設定

[書式 ] telnetd host  ip_range  [ 

4.29





 

48 4. 機器の設定

[説明 ] 指定した LANインタフェースの速度と動作モードの種類、およびオプション機能について設定する。

スイッチングハブを持つ LANインタフェースについては、ポート毎に速度と動作モードを指定できる。

○ mtu
インタフェースで送受信できる最大データ長を指定する。データ長にはMAC ヘッダと FCSは含まれない。ま
た、タグVLAN時のタグ長 (4バイト ) も含まれない。

指定できるデータ長の範囲は、64 ～1500 の範囲となる。

インタフェースの mtuを設定して、かつ、 ip mtu コマンドまたは ipv6 mtu コマンドが設定されずデフォルト
のままの場合、IPv4や IPv6 での mtu としてはインタフェースの mtuが利用される。一方、 ip mtuコマンド
または ipv6 mtuコマンドが設定されている場合には、インタフェースの mtuの設定にかかわらず、 ip mtu コ
マンドまたは ipv6 mtuコマンドの設定値が  mtuとして利用される。インタフェースの mtu も含めてすべて設
定されていない時には、デフォルト値である1500が利用される。

○オートクロスオーバー機能
LANケーブ∵囃 �が59き○ されΓ猵オ【





 

50 4. 機器の設定 





 

52 4. 機器の設定

■



4.機器の設定 53 

4.45







 

56 4. 機器の設定 

4.54 有効になっているアラーム音を鳴らすか全く鳴らさないかの設定

[書式 ] alarm entire  switch



4.機器の設定 57 

4.59 LED の輝度を調整する

[書式 ] system led brightness  mode 
no system led brightness 

 
[

 
mode

 
]





5.ISDN 関連の設定 59



 





 

62 5.ISDN関連の設定 

5.2.6 発信許可の設定







5.ISDN 関連の設定 65







 

68 6. フレームリレー関連の設定 

6.2 DLCIの設定

[書式 ] fr dlci  dlci_num 
no fr dlci 

 
[

 
dlci_num

 
]

[ 設定値 ] ○ dlci_num
● auto ........................DLCIを自動取得する
●DLCI 値 ( 16..991) を空白で区切って並べたもの (96個以内 )

[ 説明 ] 選択されている相手で使用するDLCIを自動設定するか、または手動設定する。 
autoに設定した場合はPVC状態確認手順により DLCIを自動取得する。

[ ノート ] fr lmi   offに設定されていない場合､このコマンドでDLCIを手動設定した場合には、網から通知されたDLCIの中で
手動設定されているものだけが有効となる。

[ 初期値 ] auto

[ 設定例 ] # fr dlci 16 17 18 

6.3 DLCIごとのパラメータの設定

[書式 ] fr cir  dlci= dlci_num   cir  [slowstart-idle= idle ] [bc= bc_s>E150 0 0 rg
9 0 0 9 85 5623.007 Td
(idle)Tj
0 0 0 rg
9 0 0.00 0 rg
9 02D0B8697 T6.96A 





 

70 6. フレームリレー関連の設定





 

72 7.IP の設定 

7.1.3 セカンダリ IP アドレスの設定

[書式 ] ip  interface  secondary address  ip_address [ /mask ] 
ip 

 
interface

 
 secondary address 

 
dhcp

 

no ip 

 

interface

 

 secondary address

 

 [

 

ip_address/mask

 

]

[ 設定値 ] ○ interface ......................LANインタフェース名
○ ip_address ..................セカンダリ IPアドレス xxx.xxx.xxx.xxx ( xxx







7.IP の設定 75

○ 



 

76 7.IP の設定 

7.1.9 Source-routeオプション付き IP パケットをフィルタアウトするか否かの設定

[書式 ] ip filter source-route  filter_out 
no ip filter source-route

 
 [

 
filter_out

 
]

[ 設定値 ] ○ filter_out



7.IP の設定 77

[説明 ] 動的フィルタを定義する。第1書式では、あらかじめ本製品に登録されているアプリケーション名を指定する。
第2書式では、ユーザがアクセス制御のルールを記述する。キーワードの filter 



 

78 7.IP の設定







7.IP の設定 81 

7.1.20 フィルタリングによるセキュリティの設定





7.IP の設定 83 

7.1.25 静的 ARPエントリの設定

[書式 ]



 

84 7.IP の設定 

7.2.2 リモート IP アドレスプールの設定

[書式 ] ip pp remote address pool  ip_address  [ ip_address... ] 
ip pp remote address pool

 
 ip_address-ip_address

 

ip pp remote address pool

 





 

86 7.IP の設定 

7.2.6 専用線ダウン検出時の動作の設定

[書式 ] leased keepalive down  action 
no leased keepalive down

 
 [

 
action

 
]

[ 設定値 ] ○ action
● silent .......................何もしない
● reset ........................本製品を再起動する

[ 説明 ]







7.IP の設定 89



 

90 7.IP の設定 

7.3.14 回線切断時のPP側のRIP 送出の時間間隔の設定

[書式 ] ip pp rip disconnect interval 









 

94 7.IP の設定













 

100





 

102 9.URLフィルタの設定 

9.4 URL フィルターを使用するか否かの設定

[書式 ] 



10.PPP の設定 103 

10.



 

104 10.PPP の設定 

10.3 要求する認証タイプの設定

[書式 ] pp auth request  auth  [arrive-only] 
no pp auth request 

 
[

 
auth

 
 [arrive-only]]

[ 設定値 ] ○ auth
● pap



10.PPP の設定 105 

10.6 LCP関連の設定





10.PPP の設定 107 

10.7 PAP関連の設定 

10.7.1 pap-restart パラメータの設定

[書式 ] ppp pap restart  time 
no ppp pap restart 

 
[

 
time

 
]

[設定値 ] ○ time ............................. ミリ秒 ( 20..10000)

[説明 ]





10.PPP の設定



 

110 10.PPP の設定 
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112 10.PPP の設定





 

114 10.PPP の設定 

10.15 BAP 関連の設定 

10.15.1 bap-restart パラメータの設定

[書式 ] 





 

116 10.PPP の設定 

10.16.9 PPPoE セッションの切断タイマの設定



11.DHCPの設定 117 

11.



 

118 11.DHCP の設定 

11.1.2 RFC2131対応動作の設定

[書式 ] dhcp server rfc2131 compliant 





 

120 11.DHCP の設定



11.DHCPの設定 121 

11.1.6 DHCPアドレス割り当て動作の設定

[書式 ] dhcp scope lease type  scope_num type   [fallback= fallback_scope_num ] 
no dhcp scope lease type 

 
scope

 
 

 
[

 
type ...

 
]

[設定値 ] [書式]



 

122 11.DHCP の設定 

11.1.7 DHCP割り当て情報を元にした予約設定の生成

[書式 ] dhcp convert lease to bind  scope _ n   [except] [ idx   [...]]

[ 設定値 ] ○ scope _ n ......................スコープ番号 ( 



11.DHCPの設定 123 

11.1.8 DHCPオプションの設定

[書式 ] dhcp scope option  scope_num option=value 
no dhcp scope option 

 
scope_num

 
 [

 
option=value

 
]

[設定値 ] ○ scope_num ............... スコープ番号 ( 1..65535)
○ option .........................オプション番号 (1..49,64..76,128..254) またはニーモニック

● 主なニーモニック

○ value ........................... オプション値
● 値としては以下の種類があり、どれが使えるかはオプション番号で決まる。例えば、'router', 'dns', 'wins



 

124



11.DHCPの設定 125 

11.2.2















 

132 12.ICMP の設定 

12.2.11 ステルス機能の設定

[書式 ] ipv6 stealth  all 
ipv6 stealth

 
 interface

 
 [ interface...] 

no ipv6 stealth [...]

[設定値 ] ○ all ................................. すべての論理インタフェースからのパケットに対してステルス動作を行う
○  











14.IPsec の設定 137 

14.4



 

138 14.IPsec の設定



14.IPsec の設定 139 

14.11 自分側セキュリティ・ゲートウェイの IPアドレスの設定

[書式 ] ipsec ike local address  gateway_id ip_address 









14.IPsec の設定 143 

14.22 PFSを用いるか否かの設定

[書式 ] ipsec ike pfs  gateway_id pfs 
no ipsec ike pfs 

 
gateway_id

 
 [

 
pfs

 
]

[ 設定値 ] ○ gateway_id



 



14.IPsec の設定 145



 

146 14.IPsec の設定 

14.31 IKEのログの種類の設定

[書式 ] ipsec ike log  gateway_id type  [ type ] 



14.IPsec の設定 147 

14.33.1 SA の寿命の設定

[書式 ] ipsec ike duration  sa   gateway_id second  [ kbytes ] [rekey  rekey ] 









14.IPsec の設定 151 

















16.SNMPの設定 159 

16.4 読み書き可能なコミュニティ名の設定



 

160



16.SNMPの設定 161 

16.11 SNMPトラップの送信先の設定



 





 

164 17.RADIUS の設定 

17.5 RADIUS アカウントサーバーの指定

[書式 ] radius account server  ip1  [ ip2 ] 
no radius account server

 
 [

 
ip1

 
 [

 
ip2

 
]]

[ 設定値 ] ○ ip1 ................................RADIUSアカウントサーバー ( 正 ) の IPアドレス (IPv6 アドレス可 )
○ ip2 ................................RADIUSアカウントサーバー ( 副Pアドレス (IPv6 ア ドレス可 )



18.NAT機能 165 

18. NAT機能











 

170 19.DNS の設定 

19. DNS の設定

本製品は、DNS (Domain Name Service) 機能として名前解決、リカーシブサーバー機能、上位DNSサーバーの選択機能、簡易
DNSサーバー機能 ( 静的DNSレコードの登録 ) を持ちます。

名前解決の機能としては、 ping や traceroute、 rdate、 ntpdate、 









 

174 19.DNS の設定 

19.11 DNSサーバーへアクセスできるホストの IP アドレス設定

[書式 ] dns host 



20.優先制御／帯域制御 175



 

176





 

178 20. 優先制御／帯域制御 

pp1# pp bind bri2.1
pp1# queue pp type priority
pp1# queue class filter list 1 2 3
pp1# isdn remote address call 03-123-4567
pp1# ppp mp use on
pp1# ppp mp interleave on
pp1# ppp mp maxlink 1
pp1# ppp ccp type none
pp1# pp enable 1
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182 21. 連携機能



21.連携機能 



 





 

186 22.OSPF 

22. OSPF

OSPFはインテリアゲートウェイプロトコルの一種で、グラフ理論をベースとしたリンク状態型の動的ルーティングプロトコルであ
る。



22.OSPF 187 

22.5 OSPFで受け取った経路をルーティングテーブルに反映させるか否かの設定

[書式 ] ospf export from ospf  



 

188 22.OSPF



22.OSPF 189 





22.OSPF 191 

22.12 仮想リンク設定



 



22.OSPF 193

[ノート ] ○ NAME パラメータの type について
NAMEパラメータの typeとして、LAN インタフェースは broadcast のみが許される。PPインタフェースは、
PPPを利用する場合は point-to-point、フレームリレーを利用する場合は point-to-multipointと non-broadcast
のいずれかが設定できる。
フレームリレーで non-broadcast (NBMA)を利用する場合には、フレームリレーの各拠点間のすべての間で







 

196 23.BGP 

23.5 ルータ ID の設定

[書式 ] bgp router id  ip_address 
no bgp router id 

 
[

 
ip_address

 
]

[設定値 ] ○ 



23.BGP 197 

23.8 BGP で受信する経路に適用するフィルタの設定

[書式 ] bgp export filter  







 

200 24.IPv6 

24. IPv6 

24.1 共通の設定 

24.1.1 IPv6パケットを扱うか否かの設定

[書式 ] ipv6 routing  routing 
no ipv6 routing 

 
[

 
routing

 
]

[ 設定値 ] ○ routing
● on ...........................処理対象として扱う
● off............................処理対象として扱わない

[ 説明 ] IPv6パケットをルーティングするか否かを設定する。本スイッチを  onにしないとPP側の IPv6関連は一切動
作しない。 
off





 

202 24.IPv6 

24.2.2 インタフェースのプレフィックスに基づく IPv6 アドレスの設定

[書式 ] ipv6  interface 



24.IPv6



 

204 24.IPv6 

24.3.2 ルータ広告の送信の制御

[書式 ] ipv6  interface  rtadv send  prefix_id   [ prefix_id ...] [ option = value ...] 
ipv6 pp rtadv send 

 
prefix_id

 
 

 







24.IPv6 207 

24.5.9







 

210 24.IPv6 

24.7 IPv6マルチキャストパケットの転送の設定





 

212





 

214 25. トリガによるメール通知機能



26.HTTP サーバー機能 215





27.UPnP の設定 217 

27. UPnPの設定 

27.1 UPnPを使用するか否かの設定

[書式 ] upnp use  use 
no upnp use

[設定値 ] ○ use
● on........................... 使用する
● off........................... 使用しない

[説明 ] UPnP 機能を使用するか否かを設定する。

[初期値 ] off 

27.2 UPnPに使用する IPアドレスを取得するインタフェースの設定

[書式 ] upnp external address refer  interface 
upnp external address refer pp 

 
peer_num

 

upnp external address refer 

 

default

 

no upnp external address refer 

 

[

 

interface

 

]

 

no upnp external address refer pp 

 

[

 

peer_num

 

]

[設定値 ] ○ interface ..................... LAN インタフェース名

○ default ........................デフォルトルートのインタフェース
○ ㎈㎈

㎈





28.USBの設定 219 

28. USBの設定 

28.1 USBホスト機能を使うか否かの設定

[書式 ] usbhost use  switch 



 

220





 

222 31. 生存通知機能 

31. 生存通知機能 

31.1 生存通知の共有鍵の設定

[書式 ] heartbeat pre-shared-key  key 
no heartbeat pre-shared-key

[ 設定値 ]





 

224







33.外部メモリ機能 227 

33.6 起動時、あるいは外部メモリボタンとDOWNLOAD ボタン同時押下により読み込まれる、ファー







 

230



34.HTTP アップロード機能 231 

34.4 HTTPアップロードのタイムアウト時間の設定

[書式 ] http upload timeout  time 
no http upload timeout

 
 

 
[

 
time

 
]

[設定値 ] ○ 



 

232 35. 操作 

35. 操作 

35.1 相手先情報番号の選択

[書式 ] pp select  peer_num 
no pp select

[ 設定値 ] ○ peer_num
● 相手先情報番号
● none.......................相手を選択しない
● anonymous ..........ISDN番号が不明である相手の設定

[ 説明 ] 設定や表示の対象となる相手先情報番号を選択する。以降プロンプトには、 





 

234 35. 操作







35.操作 237 

35.4.9 IPv6 の動的経路情報の消去

[書式 ] clear ipv6 dynamic routing

[設定値 ] なし

[説明 ] 経路制御プロトコルが得た IPv6 の経路情報を消去する。 

35.4.10 近隣キャッシュの消去

[書式 ] clear ipv6 neighbor cache

[設定値 ] なし

[説明 ] 近隣キャッシュを消去する。



 









 

242 35. 操作



36. 設定の表示





37.状態の表示 245 

37. 状態の表示 

37.1 ARPテーブルの表示

[書式 ] show arp  [ 



 

246 37. 状態の表示 

37.5 IPの経路情報テーブルの表示

[書式 ] show ip route  [ destination ] 
show ip route 

 
detail

 

show ip route 

 

summary



37.状態の表示 247 

37.9 近隣キャッシュの表示

[書式 ] show ipv6 neighbor cache

[設定値 ] なし

[説明 ] 近隣キャッシュの状態を表示する。 





37.状態の表示 249



 

250 37. 状態の表示 

37.23







37.状態の表示 



 

254 37. 状態の表示



38.ロギング 255 

38. ロギング 

38.1 ログの表示











 

260 40.  統計
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